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• 在ジョージア日本国大使館 
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2. 日本語教育の実施状況 
3. 教育制度と外国語教育 
4. 学習環境 
5. 教師 
6. 教師会 
7. 日本語教師派遣情報 
8. 日本語教育略史 

 

1.2021年度日本語教育機関調査結果 

 
（注） 2021年度日本語教育機関調査は、2021年 9月～2022年 6月に国際交流基金（JF）が実施した調査です。
また、調査対象となった機関の中から、回答のあった機関の結果を取りまとめたものです。そのため、当ページ
の文中の数値とは異なる場合があります。 
「海外日本語教育機関調査」のページへ 
 

2.日本語教育の実施状況  

全体的状況  

沿革 
 ジョージアの教育機関で最初に日本語が教えられたのは 1983 年であるが、本格化したのは 1991 年のトビリ
シ・アジア・アフリカ大学（Tbilisi Institute of Asia and Africa、現在はトビリシ自由大学に所属）における日本
語教育の開始以降である。 
翌 1992年にはトビリシ市の第 34中学校（旧名称「Author Educational Centre "Georgian School"」）でも日

本語の授業が導入され、現在は 2校の初等・中等教育機関と 4校の高等教育機関(内 3つが首都トビリシに所在)
で日本語教育が行われている。 
 
背景 
 ジョージアでは柔道や空手などの武道も盛んであり、従来より親日感情は概して強く、日本の伝統文化に加え、
最近では日本のポップカルチャーへの人気の高まりも相まって、特に若者の間で日本語に対する関心は比較的強

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合
9 25 588 128 21.8% 121 20.6% 187 31.8% 152 25.9%

機関数 教師数
合計

その他教育機関
学習者数

初等教育 中等教育 高等教育

https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/area/country/index.html
http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/georgia/index.html
http://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/zaigai/list/europe/grusia.html
https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/result/index.html
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い。  
 
特徴 
 一部の初等・中等教育機関や私立の語学学校でも日本語が教えられているが、現在は大学が日本語教育の中心
となっている。近年は日本の小説、相撲、アニメなどポップカルチャーに対する関心から日本語学習を始める若
者が増えており、インターネットなどを利用する日本語の独学者も少なくないと見られる。その他、家庭教師と
レッスンを通して学習する者もいる。 
 

最新動向  

 2018年よりイリア国立大学において選択科目として日本語コースが設置された。 
 2018年よりバトゥミ国立大学において選択科目として日本語の授業が行われている。 
 

教育段階別の状況  

初等教育 
 下記【中等教育】を参照。  
 
中等教育 
 トビリシ市内の第 34中学校（旧名称「Author Educational Centre "Georgian School"」）においては、ジョー
ジア人日本語教師の下、6年生から 12年生まで 37名(うち 6年生は 24名、7年生は 10名、11年生は 3名）の
生徒が日本語を学んでいる。また、トビリシ郊外の私立中等学校であるブリタニカ英語学校でも日本語が教えら
れており、7年生から 11年生までの 88名が日本語の授業を受けている。  
 
高等教育 
日本語の専攻コースを設置しているのはトビリシ自由大学及びトビリシ国立大学のみであり、この他、イリア

国立大学、バトゥミ国立大学が副専攻や選択科目として日本語教育を行っている。JICA海外協力隊の日本語教師
らがいくつかの大学にて活動している各大学の日本語学習者はトビリシ自由大学が 66 名、トビリシ国立大学が
64名、イリア国立大学で 16名、バトゥミ国立大学が 22名である（2024年 2月現在）。 
日本語教育を行っている大学と日本の大学及び高校の交流も徐々に活発にはなっているが、未だ日本留学の機

会は非常に限られている。 
 

学校教育以外 
 日本語教育の実施は確認されていない。  
 

3.教育制度と外国語教育  

教育制度 

教育制度 
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 3-6-3制。 
 ジョージアでは、旧ソ連の学校教育制度（10年制）から、12年制の初等・中等教育に移行した。 
 12学年のうち、1～3学年が初等教育、4～9学年が前期中等教育、10学年以降が後期中等教育にあたる。義
務教育は 1学年から 9学年までであるが、高等教育を受けるためには 10～12学年の修学が必要であり、実際に
は大部分の生徒がこの課程に進学している。高等教育は、12学年卒業後に大学（4年間）、または単科大学（4
年間）で学び、学士号を取得する。  
 
教育行政 
 初等、中等、高等教育機関のほとんどが、教育・科学・青年省の管轄下にある。  
 

言語事情  

 公用語はジョージア語。旧ソ連時代の影響から中高年の多くがロシア語を解するが、近年は英語が第一外国語
として主流になっている。  
 

外国語教育  

 普通学校では、1 年生から第一外国語として英語の授業が行われる。5 年生から第二外国語の学習が始まり、
ドイツ語、フランス語、ロシア語などの欧州言語に加え、2019 年からは中国語も選択肢に加えられることとな
った。 
 専門学校（一般的な学校よりも特定の科目に力を入れた学校）では、2 年生から 1～2 つの外国語の授業が始
められることが多い。その他、リツェイ、ギムナジアなどでは、入学と同時に 2言語以上の外国語の授業が始ま
る。  
 大学では主要な欧州の言語の他、日本語、韓国語、中国語、ペルシャ語、アラビア語、トルコ語、ヘブライ語
などの教育が行われている。 
 
外国語における日本語の人気 
 若者を中心に日本語の人気は高まっているものの、学習機会や日本語能力を用いた就職機会が限られることも
あり、欧米主要言語に比べると学習者数は少ない。大学間交流や留学機会の増加の他、日本語能力が生かされる
就職機会を増やすことが重要。  
 
大学入試での日本語の扱い 
 大学入試で日本語は扱われていない。  
 

4.学習環境  

教材  

初等教育 
 【中等教育】の項を参照。  
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中等教育 
 教科書の使用状況はさまざまであるが、全般的に教材は不足している。  
 
高等教育 
 トビリシ自由大学で主に使用されている教科書は次のとおり。  
1年生： 
『JAPANESE FOR YOUNG PEOPLE』国際日本語普及協会（講談社 USA）  
『みんなの日本語 1』スリーエーネットワーク（スリーエーネットワーク） 
『BASIC KANJI BOOK Vol. 1』加納千恵子ほか（凡人社）  

2年生： 
『みんなの日本語 2』スリーエーネットワーク（スリーエーネットワーク）  
『BASIC KANJI BOOK Vol. 2』加納千恵子ほか（凡人社）  

3年生： 
『ニューアプローチ中級日本語』小柳昇（語文研究社）  
『みんなの日本語 中級 1』スリーエーネットワーク（スリーエーネットワーク） 
『Intermediate Kanji Book Vol. 1』加納千恵子（凡人社）  

4年生： 
『ニューアプローチ中上級日本語』小柳昇（語文研究社）  
『Intermediate Kanji Book Vol. 1』（前出） 
『ビジネス日本語 Ⅰ、Ⅱ』（凡人社）  

1－4年生： 
『レベル別日本語多読ライブラリー』NPO多言語多読（アスク出版）  
『まるごと 日本のことばと文化』国際交流基金（三修社） 

 
学校教育以外 
1年生： 
『みんなの日本語 1』スリーエーネットワーク（スリーエーネットワーク） 
『BASIC KANJI BOOK Vol. 1』加納千恵子ほか（凡人社）  

2年生： 
『みんなの日本語 2』スリーエーネットワーク（スリーエーネットワーク）  
『BASIC KANJI BOOK Vol. 2』加納千恵子ほか（凡人社）  

3年生： 
『ニューアプローチ中級日本語』小柳昇（語文研究社）  
『みんなの日本語 中級 1』スリーエーネットワーク（スリーエーネットワーク） 
『まるごと 日本のことばと文化』国際交流基金（三修社） 

 

IT・視聴覚機材  

 トビリシ自由大学において遠隔授業用機材「Tele-Presense」を利用。 
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5.教師  

資格要件  

初等教育 
 下記【高等教育】を参照。 
  
中等教育 
 下記【高等教育】を参照。  
 
高等教育 
 ジョージアの教育機関で日本語を教えるためには、日本語専攻で高等教育機関を修了（学士号・修士号を取得）
していることが基準となっている。  
 
学校教育以外 
 民営の言語学習センターなどで日本語が教えられている他、日本での留学経験者らが個人レッスンで日本語を
教えている。  
 

日本語教師養成機関（プログラム）  

 日本語教師養成を行っている機関、プログラムはない。  
 

日本語のネイティブ教師（日本人教師）の雇用状況とその役割  

 JICA海外協力隊の日本語教師が大学にて活動している。また、一部民営の語学センターなどには日本語ネイテ
ィブも教師をしている。 
 

教師研修  

 国内では、現職の日本語教師対象の研修はない。 
   
現職教師研修プログラム（一覧）  
 特になし。  
 

6.教師会  

日本語教育関係のネットワークの状況  

 ジョージア独自の組織は現時点では存在していない。他方で、日本へ留学をしたジョージア人らの同窓会ネッ
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トワークが存在している。 
  

最新動向  

 トビリシ国立大学にて 2023 年度より、日本語主専攻が開設。これにより同大学では今まで日本語を選択科目
として学ばれていたものが、主専攻として学習されるものとなる。 
 

7.日本語教師派遣情報  

国際交流基金からの派遣  

JFからの派遣は行われていない 
 

国際協力機構（JICA）からの派遣（2023年 10月現在） 

青年海外協力隊・海外協力隊 
イリヤ大学 1名 

 

その他からの派遣  

 日本語教師の派遣は行われていない。 
  

8.日本語教育略史  

1983年  Tbilisi Institute of Foreign Languages, Faculty of English 
Language において第二外国語として日本語導入（実施は 1983-
1986年、1989-1992年の間のみ。1993年以降休止中）  

1990年  Japanese Language Coursesにて日本語教育開始（1992年まで。
1993年以降休止中）  

1991年  トビリシ・アジア・アフリカ大学にて日本語教育開始  

1992年  Secondary School N34, Author's School “Georgian School”で日本
語教育（選択科目としての外国語の授業）開始  

2001年  トビリシ国立大学に日本語学科設立  

2006年  Georgian-English School “Britanica”において日本語教育開始  

2015年  ジョージア大学において日本語教育開始 （2017年から休止） 
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2018年 イリア国立大学において日本語教育開始 
バトゥミ国立大学において日本語教育開始 

 
 


